
「
博
天
之

下
、
莫
非
王
土
」
孜
－
隠
逸
と
節
義
1

池

田
　
恭
哉

は

じ
め
に

　
表
題
に
掲
げ
た
の
は
、
『
詩
』
小
雅
・
北
山
（
以
下
「
北
山
」
）
の
二
句
で
あ
る
。
い
ま
全
六
章
の
う
ち
、
第
一
・
二
章
を
示
せ
ば
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
防
彼
北
山
、
言
采
其
杞
。
借
借
士
子
、
朝
夕
從
事
。
王
事
靡
監
、
憂
我
父
母
。

　
　
彼

の
北

山
を
登
り
、
私
は
（
そ
こ
の
ク
コ
の
實
を
摘
む
。
強
壮
な
る
王
命
を
受
け
た
者
た
ち
は
、
朝
に
夕
に
と
休
む
こ
と
な
く
王
命

　
　
の
行
役
に
從
事
す
る
。
王
の
事
業
は
緩
む
こ
と
な
く
、
私
の
こ
と
で
父
母
に
心
配
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
博
天

之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。
大
夫
不
均
、
我
從
事
猫
賢
。

　
　
大

い

な
る
天
の
下
、
ど
こ
も
が
王
の
土
地
だ
。
行
け
ど
も
績
く
土
地
の
果
て
、
そ
こ
に
い
る
の
は
誰
も
が
王
臣
だ
。
大
夫
の
使
役
が

　
　
不
均
等
で
あ
る
が
故
に
、
私
は
王
の
事
業
に
從
い
猫
り
苦
勢
し
て
い
る
〔
。

　
さ
て
右
の
二
章
の
う
ち
、
特
に
「
浦
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
」
の
四
句
、
ま
た
は
前
半
二
句
は
、
し
ば
し
ば
諸
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書
に
引
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
四
句
の
引
用
で
如
何
な
る
主
張
を
展
開
す
る
か
は
、
各
引
用
先
で
相
違
す
る
黙
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、

四
句
を
引
用
し
、
そ
れ
を
根
櫨
に
各
書
物
が
多
様
な
主
張
を
繰
り
廣
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
論
文
は
、
「
北
山
」
の
四
句
、
ま
た
は
前
半
の
二
句
を
例
に
、
そ
れ
が
様
々
な
書
物
に
引
用
さ
れ
る
際
、
書
物
に
よ
っ
て
ど

う
異
な
っ
た
主
張
の
展
開
に
利
用
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
特
に
隠
逸
と
結
び
つ
い
た
場
合
を
詳
し

く
見
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
、
歴
代
の
隠
逸
観
の
饗
遷
上
に
位
置
づ
け
た
い
。

、

父

母

を
養
え
ぬ
行
役
者
像

　
最
初
に
「
北
山
」
詩
序
に
よ
り
、
「
北
山
」
全
髄
が
持
つ
意
味
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　
北

山
。
大
夫
刺
幽
王
也
。
役
使
不
均
、
己
勢
於
從
事
、
而
不
得
養
其
父
母
焉
。

　
　
北

山
。
大
夫
が
幽
王
を
誹
っ
た
も
の
で
あ
る
。
使
役
が
不
均
等
で
、
自
分
ば
か
り
が
王
の
事
業
に
從
っ
て
苦
勢
し
、
そ
う
し
て
自
身

　
　
の
父

母
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
詩
序
が
語
る
「
北
山
」
の
主
題
は
、
自
分
ば
か
り
が
王
の
事
業
た
る
行
役
に
從
事
し
、
久
し
く
父
母
の
下
を
離
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
結
果

と
し
て
父
母
に
孝
養
を
蓋
く
せ
ぬ
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
を
嘆
く
黙
に
あ
る
。

　
詩
序

の

「
北
山
」
理
解
は
、
『
孟
子
』
萬
章
上
に
も
見
え
る
。
「
盛
徳
之
士
、
君
不
得
而
臣
、
父
不
得
而
子
（
徳
の
盛
ん
な
人
物
は
、
君

主

も
臣
下
に
は
で
き
ず
、
父
親
も
子
供
に
は
で
き
な
い
ご
と
あ
る
の
に
、
舜
が
帝
位
に
就
い
た
後
に
父
親
の
瞥
艘
を
臣
下
と
し
た
と
す
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る
俗
侮
に
、
孟
子
の
弟
子
・
成
丘
蒙
は
疑
問
を
持
ち
、
孟
子
に
そ
の
眞
偽
を
問
う
。
孟
子
は
そ
れ
を
「
齊
東
野
人
の
語
」
と
斥
け
る
が
、

威
丘
蒙
は
な
お
問
う
。

　
　
詩

云
、
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。
而
舜
既
爲
天
子
　
。
敢
問
瞥
艘
之
非
臣
、
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
『
詩
』
に
言
い
ま
す
、
「
普
、
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
率
土
の
濱
、
王
臣
に
非
ざ
る
は
莫
し
」
と
。
し
か
し
舜
は
す
で
に

　
　
天
子

と
な
り
ま
し
た
。
敢
え
て
質
問
致
し
ま
す
が
、
瞥
艘
が
臣
下
で
な
い
と
は
、
如
何
な
る
課
で
す
か
。

成
丘
蒙
は
、
「
北
山
」
に
「
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
」
と
言
い
、
舜
が
天
子
で
あ
る
か
ら
に
は
、
父
親
で
も
啓
艘
を
臣
下
に
し
た
は
ず
と

考
え
、
そ
れ
を
な
ぜ
孟
子
が
否
定
す
る
か
を
問
う
た
の
だ
。
孟
子
は
答
え
る
。

　
　
是
詩
也
、
非
是
之
謂
也
。
勢
於
王
事
、
而
不
得
養
父
母
也
。
日
此
莫
非
王
事
、
我
猫
賢
螢
也
。

　
　
こ
の
詩
は
、
君
の
言
う
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。
王
の
事
業
に
苦
努
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
父
母
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
世
の

　
　
中
全
て
が
王
の
公
事
な
の
に
、
私
一
人
だ
け
が
苦
芳
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孟
子

の

「
北

山
」
理
解
は
、
ま
さ
に
詩
序
と
一
般
で
あ
る
。
彼
は
績
け
て
、
『
詩
』
の
理
解
に
も
言
及
す
る
。

　
　
故

説
詩
者
、
不
以
文
害
辞
、
不
以
辞
害
志
。
以
意
逆
志
、
是
爲
得
之
。

　
　
だ

か

ら
『
詩
』
に
つ
い
て
説
く
者
は
、
詩
人
の
文
采
に
拘
泥
し
て
詩
人
が
詠
じ
る
辞
句
を
誤
っ
て
は
な
ら
ず
、
詩
人
が
詠
じ
る
辞

　
　
句
に

拘
泥
し
て
詩
人
が
志
向
す
る
所
を
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
ら
の
心
意
に
よ
っ
て
詩
人
が
志
向
す
る
所
を
推
し
量
る
、
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
で

き
れ
ば
詩
の
本
當
の
と
こ
ろ
を
理
解
し
た
と
言
っ
て
よ
い
、
。

　
孟
子
は

「
詩
言

志
」
の
観
鮎
か
ら
、
句
の
一
部
の
文
采
や
辮
句
に
拘
泥
せ
ず
、
自
ら
の
心
意
に
よ
っ
て
詩
全
魑
の
詩
パ
の
志
向
を
推
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

量

ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
認
識
の
故
に
こ
そ
、
成
丘
蒙
の
「
北
山
」
四
句
の
み
に
よ
る
議
論
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
、
。
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二
、
土
地
も
人
臣
も
王
の
支
配
下

　
孟
子

は
、
「
北
山
」
の
四
句
「
博
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
」
の
み
に
よ
る
威
丘
蒙
の
議
論
を
戒
め
た
わ
け
だ
が
、

後
世
多
く
こ
の
四
句
だ
け
が
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
四
句
は
「
こ
の
世
界
は
、
土
地
も
人
臣
も
、
全
て
王
の
支
配
下
に

あ
る
」
こ
と
を
言
う
も
の
と
見
倣
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
黙
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
解
を
基
に
し
て
爲
さ
れ
た
多
様
な
議
論
に

つ
き
、
そ
の
論
黙
・
内
容
を
整
理
し
て
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
「
詩
序
」
の
「
役
使
不
均
、
己
芳
於
從
事
」
や
『
孟
子
』
の
「
此
莫
非
王
事
、
我
猫
賢
勢
也
」
の
認
識
は
、
直
接
は
「
大
夫
不
均
、

我
從
事
掲
賢
」
の
句
に
出
よ
う
が
、
そ
れ
は
直
前
に
「
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
」
と
言
う
か
ら
こ
そ
、
大
勢
な
は
ず
の
王
臣
の
中
で
、
自

分
だ

け
が
王
事
に
從
事
す
る
不
均
等
へ
の
不
満
に
繋
が
る
。
ま
た
『
孟
子
』
で
威
丘
蒙
は
、
四
句
を
引
き
、
誰
も
が
王
臣
の
は
ず
な
の
に
、

な
ぜ
瞥
艘
だ
け
が
臣
下
で
な
い
の
か
と
問
う
。
以
上
、
四
句
か
ら
世
の
人
臣
を
全
て
王
の
支
配
下
と
す
る
理
解
が
導
出
さ
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
四
句
か
ら
、
舜
と
尭
お
よ
び
啓
艘
の
關
係
を
結
果
的
に
ど
う
捉
え
る
か
は
相
違
す
る
が
、
次
の
『
韓
非
子
』
忠
孝
で
の
舜
の
批

判
に

お

け
る
四
句
の
理
解
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
瞥
艘
爲
舜
父
、
而
舜
放
之
、
象
爲
舜
弟
、
而
舜
殺
之
。
放
父
殺
弟
、
不
可
謂
仁
。
妻
帝
二
女
、
而
取
天
下
、
不
可
謂
義
。
仁
義
無
有
、

　
　
不
可
謂

明
。
詩
云
、
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
演
、
莫
非
王
臣
。
信
若
詩
之
言
也
、
是
舜
出
則
臣
其
君
、
入
則
臣
其
父
、
妾

　
　
其
母
、
妻
其
主
女
也
。
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啓
艘
は
舜
の
父
親
だ
が
、
し
か
し
舜
は
彼
を
追
放
し
、
象
は
舜
の
弟
だ
が
、
し
か
し
舜
は
彼
を
殺
し
た
。
父
親
を
追
放
し
弟
を
殺
す

　
　
の
は
、
仁
と
は
言
え
ぬ
。
（
尭
）
帝
の
二
人
の
娘
を
妻
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
な
の
に
（
尭
か
ら
）
天
下
を
奪
っ
た
の
は
、
義
と
は
言

　

え
ぬ
。
仁
義
が
有
り
も
せ
ず
に
、
明
と
は
言
え
ぬ
。
『
詩
』
に
言
う
、
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
率
土
の
濱
、
王
臣
に

　

非
ざ
る
は
莫
し
」
と
。
本
當
に
『
詩
』
に
言
う
が
如
く
な
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
は
舜
は
外
で
は
そ
の
君
主
を
臣
下
と
し
、
内
で
は

　
　
そ
の
父
親
を
臣
下
と
し
、
そ
の
母
親
を
下
碑
と
し
、
そ
の
君
主
の
娘
を
妻
と
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
土
地
も
セ
ッ
ト
に
す
る
形
で
、
全
て
の
土
地
と
人
臣
が
王
の
支
配
下
に
あ
る
と
す
る
四
句
の
理
解
も
、
容
易
に
見
出
し
得
る
。

『
左
傳
』
昭
公
七
年
。

　
　
無
宇
辞

日
、
天
子
経
略
、
諸
侯
正
封
、
古
之
制
也
。
封
略
之
内
、
何
非
君
土
。
食
土
之
毛
、
誰
非
君
臣
。
故
詩
日
、
普
天
之
下
、
莫

　
　
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。

　
　
無
宇
が
申
し
立
て
て
言
っ
た
、
「
天
子
が
四
海
の
領
内
を
治
め
、
諸
侯
が
封
域
を
正
し
く
分
か
つ
の
は
、
古
の
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
　
封
域
と
領
内
の
中
で
、
ど
こ
が
君
主
の
土
地
で
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
土
地
で
取
れ
た
草
物
を
口
に
し
て
、
誰
が
君
主
の
臣
下
で
な

　
　
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
『
詩
』
に
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
率
土
の
濱
、
王
臣
に
非
ざ
る
は
莫
し
」
と
言
う
の
で

　
　
　
　
　
副

　
　
す
」
と
（
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
「
北
山
」
の
四
句
は
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
と
人
臣
が
王
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
を
根
接
づ
け
る
も
の
と
し
て
諸
書
に
引

用
さ
れ
た
。
い
ま
そ
れ
を
用
い
て
展
開
さ
れ
た
議
論
を
二
例
、
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
は
、
絶
封
的
な
君
臨
者
た
る
天
子
の
こ
の
上
な
い
尊
嚴
を
、
ま
さ
に
全
土
地
と
全
人
臣
の
支
配
者
た
る
王
を
描
く
「
北
山
」
の
句

に

よ
っ
て
象
徴
的
に
示
さ
ん
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
『
筍
子
』
君
子
。
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天
子
無

妻
、
告
人
無
匹
也
。
四
海
之
内
、
無
客
禮
、
告
無
適
也
。
足
能
行
、
待
相
者
、
然
後
進
。
口
能
言
、
待
官
人
、
然
後
詔
。
不

　
視
而

見
、
不
聴
而
聰
、
不
言
而
信
、
不
慮
而
知
、
不
動
而
功
、
告
至
備
也
。
天
子
也
者
、
勢
至
重
、
形
至
侠
、
心
至
愈
、
志
無
所
謡
、

　
形
無

所
勢
、
尊
無
上
　
。
詩
日
、
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。
此
之
謂
也
。

　
天
子
に

妻
が
い
な
い
と
は
、
釣
り
合
い
に
な
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
言
う
の
だ
。
四
海
の
内
で
、
天
子
に
客
禮
の
規
定
が
な
い
の
は
、

　
匹
敵
す
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
言
う
の
だ
。
自
分
の
足
で
進
め
る
が
、
導
き
の
者
を
待
っ
て
、
初
め
て
進
む
。
自
分
の
口
で
言
え
る

　
が
、
措
當
官
の
者
を
待
っ
て
、
初
め
て
詔
を
下
す
。
自
分
で
見
ず
と
も
明
察
し
、
聞
か
ず
と
も
は
っ
き
り
し
、
言
わ
ず
と
も
信
頼
が

　
あ
り
、
思
慮
せ
ず
と
も
知
性
が
あ
り
、
動
か
ず
と
も
功
績
が
あ
る
と
は
、
全
て
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
だ
。
天
子
な
る
者

　
は
、
槽
勢
は
非
常
に
重
く
、
姿
形
は
實
に
寛
ぎ
、
心
中
は
非
常
に
愉
快
で
、
志
の
蓋
き
る
所
な
く
、
姿
形
の
婁
れ
る
所
も
な
い
と
い

　
う
、
こ
の
上
な
く
尊
い
存
在
な
の
だ
。
『
詩
』
に
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
率
土
の
濱
、
王
臣
に
非
ざ
る
は
莫
し
」

　
と
言
う
。
こ
れ
は
こ
の
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
中
華
に
よ
る
夷
秋
の
支
配
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
例
え
ば
買
誼
『
新
書
』
旬
奴
の
問
答
，
。

　
或
日
、
天
子
不
慌
、
人
民
意
之
。
日
、
荷
或
非
天
子
民
、
尚
山
豆
天
子
也
。
詩
日
、
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。

　
王
者
、
天
子
也
。
荷
舟
車
之
所
至
、
人
　
之
所
及
、
錐
轡
貌
戎
秋
、
敦
非
天
子
之
所
作
也
。
而
悟
渠
頗
率
天
子
之
民
、
以
不
聴
天
子
、

　
則
悟
渠
大
罪
也
。
今
天
子
自
爲
懐
其
民
、
天
子
之
理
也
。
山
豆
有
慌
人
之
民
哉
。

　
あ
る
人
が
言
っ
た
、
「
天
子
が
勢
わ
ら
ず
、
人
民
が
こ
れ
を
憂
え
て
い
る
」
と
。
（
答
え
て
）
言
う
、
「
假
に
も
天
子
の
民
で
な
い
者

　
が

い

る
の
に
、
ど
う
し
て
な
お
天
子
な
ど
で
い
ら
れ
よ
う
。
『
詩
』
に
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
率
土
の
濱
、
王
臣

　
に

非

ざ
る
は
莫
し
」
と
言
う
。
王
と
は
、
天
子
の
こ
と
だ
。
假
に
も
舟
や
車
の
至
る
場
所
、
人
跡
の
及
ぶ
場
所
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
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夷
秋
で

あ
っ
た
と
て
、
誰
が
天
子
の
使
役
す
る
存
在
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
旬
奴
の
輩
が
甚
く
天
子
の
民
衆
を
領

　
　
率

し
、
そ
う
し
て
天
子
の
命
令
を
き
か
な
い
の
は
、
旬
奴
の
大
罪
で
あ
る
。
い
ま
天
子
は
自
ら
そ
の
民
衆
に
思
い
を
致
し
て
お
り
、

　
　
そ
れ
は
天
子
の
道
理
と
い
う
も
の
。
ど
う
し
て
他
人
の
民
衆
を
勢
わ
る
な
ど
と
い
う
状
況
が
あ
ろ
う
か
（
皆
が
天
子
の
民
衆
な
の
で

　
　
あ
る
）
」
と
。

　
司
馬
相
如
「
難
蜀
父
老
」
（
『
文
選
』
巻
四
四
）
も
同
様
で
あ
る
。
司
馬
相
如
は
、
武
帝
の
時
代
に
西
南
夷
へ
の
侵
攻
を
建
議
し
た
が
、

蜀
の
長
老
が
こ
れ
に
反
封
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
を
批
難
し
、
天
子
を
諌
め
ず
に
諭
し
、
加
え
て
蜀
へ
の
使
者
の
役
目
を
果
た
す
べ
く
、
民

衆
に

天
子
の
意
圖
を
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
「
難
蜀
父
老
」
は
、
周
園
に
よ
る
夷
荻
侵
攻
の
容
認
を
目
論
ん
で
著
さ
れ
た
の
だ
。

西
南
夷
へ
の
侵
攻
の
大
前
提
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
且
夫
賢
君
之
践
位
也
、
量
特
委
項
握
噛
、
拘
文
牽
俗
、
脩
請
習
博
、
當
世
取
説
云
爾
哉
。
必
將
崇
論
肱
議
、
創
業
垂
統
、
爲
萬
世
規
。

　
　
故
馳
驚
乎
兼
容
井
包
、
而
勤
思
乎
参
天
或
地
。
且
詩
不
云
乎
。
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。
是
以
六
合
之
内
、

　
　
八
方
之

外
、
浸
淫
街
溢
、
懐
生
之
物
、
有
不
浸
潤
於
澤
者
、
賢
君
恥
之
。

　
　
し
か
も
そ
も
そ
も
賢
明
な
君
主
（
武
帝
を
暗
示
）
が
位
に
就
か
れ
れ
ば
、
ど
う
し
て
た
だ
些
細
な
こ
と
に
雌
齪
し
、
法
律
や
ら
習
俗

　
　
や

ら
に
拘
泥
し
係
ら
い
、
古
く
か
ら
書
物
で
習
い
傳
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
修
め
繰
り
返
し
て
、
當
世
で
悦
ば
れ
る
だ
け
、
な
ど
と
い

　
　
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
必
ず
や
高
尚
で
宏
大
な
議
論
を
展
開
し
、
基
業
を
切
り
拓
い
て
そ
れ
を
後
世
に
遺
し
、
萬
世
の
規
範
と

　
　
な
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
下
を
包
撮
す
る
こ
と
に
遭
進
さ
れ
、
し
か
も
徳
を
天
地
に
比
せ
ん
と
思
い
を
す
り
減
ら
さ

　
　
れ

る
の
で
す
。
し
か
も
『
詩
』
に
言
う
で
は
な
い
で
す
か
。
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
率
土
の
濱
、
王
臣
に
非
ざ
る

　
　
は

莫
し
」
と
。
こ
う
し
て
六
合
・
八
方
の
内
外
、
全
て
に
徳
化
が
至
り
溢
れ
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
で
恩
澤
を
蒙
っ
て
い
な
い
も

153



　
　
の

が
あ
れ
ば
、
賢
明
な
君
主
は
こ
れ
を
恥
と
さ
れ
る
の
で
す
。

　
司
馬
相
如
は
、
中
華
の
話
に
績
け
て
「
北
山
」
の
句
を
引
き
、
そ
れ
を
中
華
に
限
ら
ぬ
全
世
界
に
ま
で
押
し
廣
げ
る
こ
と
で
、
西
南
夷

の
地

に
及
ん
で
い
な
い
徳
化
を
ぜ
ひ
及
ば
せ
る
べ
き
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
司
馬
相
如
は
中
華
か
ら
夷
秋
へ
の
侵
攻
の
際
の
根
援
と
し
て
、
一
方
の
買
誼
は
、
本
來
的
に
は
中
華
の
外
に
位
置
す
る
は
ず
の
旬
奴
も

中
華
に
内
包
さ
れ
る
と
す
る
際
の
根
擦
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
北
山
」
の
句
を
引
用
し
、
そ
の
視
鮎
は
相
違
す
る
。
だ
が
雨
者
と
も
、
中

華
と
夷
秋
に
匿
分
は
な
く
、
世
界
の
土
地
と
人
臣
は
全
て
漢
王
朝
の
も
の
と
す
る
意
識
の
根
櫨
と
し
て
「
北
山
」
の
句
を
引
く
鮎
は
共
通

し
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
北
山
」
の
四
句
を
利
用
し
た
諸
書
の
主
義
主
張
は
多
様
だ
が
、
絶
封
的
な
君
主
の
下
で
の
、
全
て
の
土
地
と
人
臣
の

支
配
を
根
檬
づ
け
る
べ
く
引
用
す
る
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

三
、
隠
者
を
封
象
に
用
い
る
例

　
君
主

に
よ
る
全
て
の
土
地
と
人
臣
の
支
配
を
根
握
づ
け
る
「
北
山
」
の
四
句
の
影
響
は
、
そ
の
支
配
の
枠
か
ら
は
み
出
ん
と
す
る
存
在

に

も
及
ぶ
。
夷
秋
の
他
に
、
隠
者
も
そ
の
例
だ
。
本
章
は
、
「
北
山
」
の
句
を
根
接
と
し
た
隠
者
を
め
ぐ
る
議
論
の
特
徴
と
、
そ
の
後
の

展

開
を
追
鵬
ま
ず
は
『
韓
詩
外
傳
』
巷
示

　
　
飽
焦
衣
弊
膚
見
、
翠
番
持
疏
。
遇
子
貢
於
道
、
子
貢
日
、
吾
子
何
以
至
於
此
也
。
飽
焦
日
、
天
下
之
遺
徳
教
者
衆
　
、
吾
何
以
不
至
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於
此

也
。
吾
聞
之
、
世
不
己
知
、
而
行
之
不
巳
者
、
爽
行
也
。
上
不
己
用
、
而
干
之
不
止
者
、
是
殼
廉
也
。
行
爽
殼
廉
、
然
且
弗
舎
、

　

惑
於
利
者
也
。
子
貢
日
、
吾
聞
之
、
非
其
世
者
、
不
生
其
利
、
汗
其
君
者
、
不
履
其
土
。
非
其
世
而
持
其
疏
。
詩
日
、
博
天
之
下
、

　

莫
非
王
土
。
此
誰
有
之
哉
。
飽
焦
日
、
於
戯
、
吾
聞
賢
者
重
進
而
輕
退
、
廉
者
易
塊
而
輕
死
。
於
是
棄
其
疏
而
立
槁
於
洛
水
之
上
。

　

飽
焦
は
衣
服
が
破
れ
皮
膚
が
露
わ
に
、
呑
を
引
っ
提
げ
て
野
菜
を
手
に
し
て
い
る
。
道
端
で
子
貢
に
會
い
、
子
貢
が
言
う
、
「
あ
な

　
　
た
は
何
故
こ
の
よ
う
な
状
態
に
至
っ
た
の
で
す
か
」
と
。
鮒
焦
は
言
う
、
「
天
下
で
徳
に
よ
る
教
え
を
忘
却
し
て
い
る
者
が
大
勢
に

　

な
っ
て
し
ま
い
、
私
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
状
態
に
至
ら
ず
に
お
れ
ま
し
ょ
う
。
私
は
こ
う
聞
い
て
お
り
ま
す
、
世
の
中
が
自
分

　
　
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
自
身
を
實
り
込
も
う
と
し
績
け
る
人
は
、
行
動
を
過
っ
て
い
る
。
お
上
が
自
分
を
採
用
し
な
い
の
に
、
採

　
　
用
を
求
め
て
止
ま
な
い
人
は
、
こ
れ
は
廉
潔
を
傷
つ
け
る
、
と
。
行
動
が
過
っ
て
お
り
廉
潔
を
傷
つ
け
、
そ
れ
で
も
な
お
世
に
知
ら

　
　
れ
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
諦
め
き
れ
な
い
の
は
、
利
盆
に
惑
う
者
で
あ
る
」
と
。
子
貢
が
言
う
、
「
私
は
こ
う
聞
い
て
お
り
ま
す
、
世

　
　
の
中
を
批
難
す
る
者
は
、
そ
の
世
に
利
盆
を
生
み
出
さ
ず
、
君
主
を
汚
ら
わ
し
い
と
考
え
る
者
は
、
そ
の
土
地
を
踏
み
す
ら
し
な
い
、

　
　
と
。
（
い
ま
あ
な
た
は
）
こ
の
世
の
中
を
批
難
し
な
が
ら
も
そ
の
（
土
地
で
取
れ
た
）
野
菜
を
手
に
し
て
お
ら
れ
る
。
『
詩
』
に
「
薄

　
　
天

の

下
、
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
し
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
野
菜
は
誰
が
所
有
す
る
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
飽
焦
は
言
う
、

　
　

「
あ
あ
、
私
は
賢
明
な
人
間
は
進
み
出
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
退
き
下
が
る
こ
と
を
輕
ん
じ
、
廉
潔
な
人
間
は
悦
じ
る
こ
と
を
容
易
と

　
　
考
え
死
を
輕
ん
じ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
」
と
。
そ
こ
で
（
飽
焦
は
）
手
に
し
て
い
た
野
菜
を
捨
て
去
っ
て
、
洛
水
の
上
で
枯
れ
木

　
　
に
突
っ
立
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
飽
焦
は
、
徳
教
を
失
っ
た
現
在
の
世
の
中
を
避
け
る
隠
者
と
し
て
廉
潔
を
保
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
北
山
」
の
句
に
あ
る
よ
う
に
、

天

下
は
全
て
飽
焦
が
是
と
し
な
い
君
主
の
土
地
で
あ
り
、
そ
の
土
地
に
生
え
る
野
菜
と
て
、
王
の
所
有
物
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
食
ら
つ
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て

生

き
る
な
ら
ば
、
と
て
も
廉
潔
と
は
言
え
ぬ
と
、
子
貢
は
飽
焦
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
北
山
」
の
句
を
用
い
た
「
隠
者
が
食
す
る
も
の
と
て
所
詮
は
王
朝
の
食
物
だ
」
と
い
う
隠
者
批
判
の
論
理
（
以
下
「
北
山
隠
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

論
」
）
も
、
天
下
の
土
地
を
全
て
王
の
支
配
下
と
見
倣
す
「
北
山
」
の
四
句
の
解
澤
の
上
に
成
立
し
よ
う
〔
。
そ
し
て
「
北
山
」
の
句
に
基

づ

き
、
そ
の
土
地
で
取
れ
た
野
菜
も
全
て
王
の
所
有
物
と
す
る
理
解
が
、
實
は
す
で
に
見
た
『
左
傳
』
昭
公
七
年
に
見
え
る
鮎
を
指
摘
し

た

い
。
「
封
略
之
内
、
何
非
君
土
。
食
土
之
毛
、
誰
非
君
臣
」
が
そ
れ
で
、
杜
預
は
「
毛
、
草
也
」
と
注
し
、
食
す
る
の
は
や
は
り
野
菜

の
類

だ
。
『
左
侮
』
は
ま
さ
に
こ
の
直
後
に
「
北
山
」
の
四
句
を
引
き
、
世
の
中
の
土
地
は
全
て
王
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
こ
で
取
れ
た

野
菜

を
食
す
る
人
間
は
全
て
王
臣
で
あ
る
と
の
主
張
を
、
「
北
山
」
の
句
で
補
強
し
て
い
た
。
隠
者
を
批
難
す
る
文
脈
で
は
な
い
が
、
子

貢
の
主
張
と
軌
を
一
に
し
よ
う
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
「
北
山
隠
者
論
」
は
、
『
韓
詩
外
傳
』
の
後
に
も
、
隠
者
を
飽
焦
か
ら
伯
夷
・
叔
齊
に
愛
え
て
継
承

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
魏
・
粟
元
「
弔
夷
齊
」
、
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
子
不

奔
殿
而
餓
死
、
何
猫
背
周
而
深
藏
。
是
識
春
香
之
爲
頽
、
而
不
知
秋
蘭
之
亦
芳
也
。
所
行
誰
路
、
而
子
渉
之
。
首
陽
誰
山
、
而

　
　
子

匿
之
。
彼
薇
誰
采
、
而
子
食
之
。
行
周
之
道
、
藏
周
之
林
。
讃
周
之
書
、
弾
周
之
琴
。
飲
周
之
水
、
食
周
之
苓
。
而
誘
周
之
・
王
、

　
　
謂

周
之
淫
。
是
諦
聖
之
文
、
聴
聖
之
音
、
居
聖
之
世
、
而
異
聖
之
心
。
嵯
乎
二
子
、
何
痛
之
深
。

　
　
あ
な
た
は
段
を
棄
て
去
れ
ず
に
餓
死
さ
れ
、
ど
う
し
て
周
に
だ
け
は
背
い
て
深
く
身
を
藏
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
で
は
春
の
香
り
の
酸

　
　
郁
た
る
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
な
の
に
秋
の
蘭
も
ま
た
芳
し
い
こ
と
を
知
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
。
歩
ん
で
い
る
の
は
ど
な
た
の

　
　
路

と
心
得
て
、
あ
な
た
は
そ
こ
を
歩
か
れ
る
の
で
す
？
　
首
陽
山
は
ど
な
た
の
山
と
心
得
て
、
あ
な
た
は
そ
こ
に
身
を
藏
さ
れ
る
の
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で
す

？
　
あ
の
薇
は
ど
な
た
の
植
物
と
心
得
て
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
食
さ
れ
る
の
で
す
？
　
周
の
道
を
歩
ま
れ
、
周
の
林
に
身
を
藏

　
　
さ
れ
る
。
周
の
書
物
を
讃
ま
れ
、
周
の
琴
を
弾
か
れ
る
。
周
の
水
を
飲
ま
れ
、
周
の
つ
る
草
を
食
さ
れ
る
。
そ
れ
な
の
に
周
の
君
主

　
　
さ
ま
を
誹
誘
さ
れ
、
周
を
淫
齪
と
お
っ
し
ゃ
る
。
こ
れ
で
は
聖
人
の
文
章
を
口
に
さ
れ
、
聖
人
の
徳
音
を
耳
に
さ
れ
、
聖
人
の
世
に

　
　
身

を
置
か
れ
な
が
ら
、
そ
れ
な
の
に
聖
人
の
御
心
に
反
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
あ
伯
夷
・
叔
齊
の
お
二
人
、
何
と

　
　
痛
恨
の
極
み
で
は
な
い
か
。

「
北

山
」
の
句
は
引
か
れ
ぬ
が
、
食
べ
る
薇
も
周
の
も
の
と
す
る
伯
夷
・
叔
齊
批
判
は
、
「
北
山
隠
者
論
」
に
他
な
ら
な
い
。
同
じ
論
調

の
主
張

を
、
『
左
博
』
が
す
ぐ
直
後
に
「
北
山
」
四
句
を
引
い
て
補
強
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
伯
夷
．
叔
齊
批
判
が
「
北
山
」
四
句
を

意
識
す
る
こ
と
の
傍
讃
と
な
ろ
う
。
加
え
て
こ
こ
で
は
、
も
は
や
土
地
と
そ
こ
に
生
じ
る
植
物
に
限
ら
な
い
、
存
在
す
る
一
切
を
王
の
所

有
物
と
し
、
「
北
山
隠
者
論
」
の
摘
大
解
澤
と
し
て
も
興
味
深
い
（
。

　
ま
た
『
南
齊
書
』
高
逸
傳
の
明
僧
紹
の
傳
で
は
、
建
元
元
年
（
四
七
九
）
に
頻
り
に
出
さ
れ
た
隠
者
・
明
僧
紹
を
徴
す
る
太
祖
の
詔
に
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
不
食
周
粟
、
而
食
周
薇
、
古
猶
襲
議
。

　
　
周
の
粟
を
食
べ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
周
の
薇
を
食
べ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
な
お
議
論
が
爲
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
北
山
隠
者
論
」
で
隠
者
を
召
し
出
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
着
目
す
べ
き
は
、
「
北
山
隠
者
論
」
が
「
古
猶
獲
議
」
と
認
識
さ

れ
て

い
る
黙
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
古
」
に
つ
い
て
、
明
僧
紹
よ
り
わ
ず
か
に
後
の
時
代
の
人
で
あ
る
劉
孝
標
が
著
し
た
「
辮
命
論
」
（
『
文
選
』
巻
五
四
）
に
、
「
夷

叔
整
淑
媛
之

言
」
の
句
が
あ
り
、
こ
れ
に
李
善
は
『
古
史
考
』
を
注
す
る
。
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古
史
考
日
、
伯
夷
・
叔
齊
者
、
股
之
末
世
、
孤
竹
君
之
二
子
也
。
隠
於
首
陽
山
、
采
薇
而
食
之
。
野
有
婦
人
、
謂
之
日
、
子
義
不
食

　
　
周
粟
、
此
亦
周
之
草
木
也
。
於
是
餓
死
。

　
　

『
古
史
考
』
に
言
う
、
「
伯
夷
・
叔
齊
と
い
う
の
は
、
股
の
末
の
世
、
孤
竹
國
の
君
主
の
二
人
の
子
で
あ
る
。
首
陽
山
に
身
を
藏
し
、

　
　
薇
を
採
っ
て
こ
れ
を
食
べ
て
い
た
。
原
野
に
婦
人
が
お
り
、
彼
ら
に
言
っ
た
、
「
あ
な
た
方
は
義
理
と
し
て
周
の
粟
を
食
べ
な
い

　

そ
う
で
す
が
、
こ
の
薇
も
ま
た
周
の
草
木
で
は
な
い
で
す
か
ね
」
と
。
そ
こ
で
彼
ら
は
餓
死
し
た
」
と
。

　

『
古
史
考
』
は
、
『
惰
書
』
経
籍
志
・
史
・
正
史
が
「
古
史
考
二
十
五
巻
、
晋
義
陽
亭
侯
諜
周
撰
」
と
著
録
し
、
『
三
國
志
』
蜀
書
・
誰

周
傳
も
、
彼
が
『
古
史
考
』
を
撰
し
た
旨
を
記
す
。
ま
た
『
晋
書
』
司
馬
彪
傳
は
、
司
馬
彪
が
『
古
史
考
』
の
訂
正
を
施
し
た
こ
と
に
言

及
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
幸
い
に
も
誰
周
が
『
古
史
考
』
を
著
し
た
動
機
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
　
初
誰
周
以
司
馬
遷
史
記
、
書
周
秦
以
上
、
或
採
俗
語
百
家
之
言
、
不
専
援
正
経
。
周
於
是
作
古
史
考
二
十
五
篇
。
皆
想
奮
典
、
以
糾

　
　
遷
之
謬
誤
。

　
　
か

つ
て

誰

周
は
、
司
馬
遷
『
史
記
』
が
、
周
・
秦
よ
り
上
の
こ
と
を
記
述
す
る
に
あ
た
り
、
民
間
に
傳
わ
る
文
句
や
多
種
多
様
な
言

　
　
説

を
採
用
す
る
こ
と
が
あ
り
、
全
て
が
正
統
的
な
記
事
に
依
操
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
。
諜
周
は
そ
こ
で
、
『
古
史
考
』
二

　
　
十
五
篇
を
著
し
た
。
全
て
古
い
典
籍
に
依
櫨
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
司
馬
遷
の
誤
謬
を
正
し
た
の
だ
っ
た
。

　
誰
周

は
、
司
馬
遷
『
史
記
』
が
上
古
時
代
の
記
述
に
俗
説
染
み
た
記
事
を
も
採
用
し
た
と
不
満
を
畳
え
、
自
身
が
正
統
的
と
す
る
記
事

（正
経
）
を
用
い
て
『
古
史
考
』
を
著
し
た
。
原
野
の
婦
人
に
よ
る
批
難
が
伯
夷
・
叔
齊
の
餓
死
の
直
接
の
原
因
に
な
っ
た
と
い
う
、
現

在
の
感
覧
で
は
や
や
小
説
的
脚
色
の
匂
い
の
す
る
記
事
を
、
誰
周
が
却
っ
て
正
統
的
と
見
倣
し
た
感
畳
は
、
そ
れ
で
一
考
す
べ
き
問
題
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
と
に
か
く
誰
周
が
生
き
て
い
た
當
時
、
恐
ら
く
伯
夷
・
叔
齊
を
「
北
山
隠
者
論
」
で
批
難
す
る
、
『
古
史
考
』
が
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博

え
る
よ
う
な
記
事
が
傳
存
し
、
そ
れ
を
誰
周
は
採
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
じ
三
國
の
塵
元
も
「
北
山
隠
者
論
」
を
展
開
し
て
い

る
黙
か
ら
、
こ
の
理
論
が
當
時
か
な
り
一
般
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
理
論
は
、
明
僧
紹
へ
の
詔
や
劉
孝
標

「
辮
命
論
」
へ
と
、
南
齊
・
梁
の
時
代
に
ま
で
着
實
に
縫
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
，
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
「
古
猶
曇
議
」
と
は
軍
純
に
あ
る
一
時
の
特
定
の
議
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
北
山
隠
者
論
」
を
以
て
隠
者
を
批
判

す

る
、
如
上
に
見
た
よ
う
な
歴
來
の
議
論
を
練
じ
て
指
す
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。
こ
れ
が
、
先
に
詔
の
「
古
」
を
、
「
か
つ
て
」
で
は
な

く
「
昔
か
ら
」
と
敢
え
て
邦
謹
し
た
所
以
で
あ
る
。

四
、
隠
逸
と
節
義

　
伯
夷
・
叔
齊
批
判
は
、
六
朝
期
以
降
も
王
安
石
を
筆
頭
に
存
在
は
し
た
が
、
総
じ
て
少
な
い
、
。
ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
三
國
か
ら

六

朝
ま
で
綿
々
と
縫
承
さ
れ
た
「
北
山
隠
者
論
」
が
、
六
朝
期
を
最
後
に
見
ら
れ
な
い
の
だ
。
本
章
で
は
そ
の
理
由
を
、
「
北
山
隠
者
論
」

の
内
實
を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
な
が
ら
、
隠
逸
と
節
義
の
観
黙
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
「
北

山
」
の
四
句
は
、
君
主
の
全
土
地
の
支
配
（
前
半
二
句
）
と
全
人
臣
の
支
配
（
後
半
二
句
）
を
明
言
す
る
。
す
る
と
、
隠
者
を
批

判
す

る
に
し
ろ
召
し
出
す
に
し
ろ
、
後
半
二
句
を
引
き
、
「
世
の
人
は
全
て
君
主
の
臣
下
で
あ
る
以
上
、
汝
も
臣
下
で
あ
り
、
隠
逸
の
選

揮
肢
は
な
い
」
と
言
え
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
一
連
の
「
北
山
隠
者
論
」
は
、
全
て
土
地
と
そ
こ
に
生
え
る
食
物
を
以
て
隠
者
に

迫

る
の
だ
。
こ
う
し
た
土
地
と
食
物
に
よ
る
歴
迫
は
、
隠
者
を
「
死
」
し
か
な
い
状
態
に
追
い
込
む
効
果
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
薇
の
如
き
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此二

細
な
食
物
で
さ
え
、
現
實
に
王
朝
の
支
配
下
の
土
地
で
生
え
た
た
め
に
決
し
て
口
に
で
き
ぬ
と
責
め
る
こ
と
で
、
隠
者
に
は
も
う
生
き

る
術
が
な
く
な
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
後
半
二
句
で
、
隠
者
に
「
お
前
は
現
君
主
の
臣
下
な
の
だ
か
ら
、
隠
逸
は
徹
底
し
得
な
い
」
と
迫
っ

た

場
合
、
隠
者
が
現
君
主
に
與
し
な
い
、
つ
ま
り
現
君
主
の
臣
下
に
な
っ
た
覧
え
は
な
い
と
す
る
立
場
な
ど
か
ら
容
易
に
反
駁
す
る
除
地

の

あ
る
こ
と
に
比
し
て
、
よ
ほ
ど
歴
迫
感
が
あ
る
。

　

ま
た
三
國
か
ら
六
朝
期
に
し
ば
し
ば
「
北
山
隠
者
論
」
が
出
現
し
た
背
景
に
、
こ
の
時
代
が
縫
績
的
に
動
齪
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
な

い

か
。
伯
夷
・
叔
齊
の
よ
う
に
節
義
を
一
つ
の
王
朝
に
蓋
く
し
て
い
て
は
、
そ
れ
こ
そ
命
が
幾
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
。
そ
の
中
で
人
臣

は
、
如
何
に
遷
り
饗
わ
る
権
力
の
動
向
を
見
定
め
、
そ
れ
に
上
手
に
付
き
從
う
か
に
心
を
砕
い
た
の
だ
。
後
漢
末
や
北
朝
の
士
大
夫
が
、

多
く
山
林
に
身
を
藏
し
て
一
時
的
に
動
齪
を
避
け
、
南
朝
の
士
大
夫
が
、
遷
り
饗
わ
る
王
朝
に
仕
え
績
け
て
所
謂
「
朝
隠
」
の
態
度
を
と

っ

た
（
の
は
、
形
態
は
相
反
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
王
朝
交
替
に
際
し
、
節
義
を
一
つ
の
王
朝
に
は
蓋
く
し
得
ぬ
現
實
の
中
で
の
心
情
や
行

動
と
し
て
は
、
共
通
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
。

　
だ
が

唐
代
以
降
、
科
畢
制
度
の
浸
透
は
、
徐
々
に
皇
帝
を
頂
鮎
と
す
る
官
僚
機
構
を
整
え
、
宋
代
に
至
り
、
そ
れ
が
官
僚
層
の
自
獲
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困

な
所
属
國
家
へ
の
「
節
義
」
の
意
識
に
ま
で
極
ま
っ
た
面
が
あ
る
，
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
意
識
と
し
て
、
「
二
君
に
仕
え
ず
」
と
「
餓
死
事

極
小
、
失
節
事
極
大
（
餓
死
の
事
は
極
小
、
失
節
の
事
は
極
大
）
」
の
二
例
を
畢
げ
た
い
。

　
宋
代
に

漏
道

を
、
欧
陽
脩
『
新
五
代
史
』
雑
傳
の
博
や
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
春
二
九
一
の
論
が
、
王
朝
を
轄
々
と
し
た
破
廉
恥
な
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

相
と
し
て
批
判
し
て
以
來
、
「
二
君
に
仕
え
ず
」
の
論
調
が
高
ま
っ
た
、
。
例
え
ば
朱
子
は
、
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
巻
二
四
・
宋
元
嘉
四
年

三
日
庭
士
陶
潜
卒
」
條
の
注
に
、
陶
淵
明
が
、
曾
祖
父
・
陶
侃
が
大
臣
と
し
て
仕
え
た
東
音
を
滅
ぼ
し
た
劉
裕
へ
の
仕
官
を
恥
じ
た
と
す

る
黙
（
『
宋
書
』
隠
逸
・
陶
潜
傳
）
を
特
筆
し
、
そ
の
節
義
を
高
く
評
債
し
た
，
。
陶
淵
明
が
「
讃
史
述
九
章
」
で
伯
夷
・
叔
齊
へ
の
感
慨
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を
詠
じ
た
こ
と
に
、
蘇
載
は
「
蓋
し
感
ず
る
所
有
り
て
云
ふ
」
（
「
書
淵
明
述
史
章
後
」
）
と
言
い
、
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
』
春
五
も
二
姓

へ
の

仕
官
を
恥
じ
る
思
い
が
こ
の
作
品
を
著
さ
せ
た
と
言
う
。
こ
う
し
て
從
來
「
隠
逸
詩
人
」
と
目
さ
れ
て
い
た
陶
淵
明
が
、
「
二
君
に

仕
え
ぬ
節
義
の
詩
人
」
と
評
債
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
後
世
に
も
持
績
さ
れ
る
，
。

　
以
上

の

「
二
君
に

仕
え
ず
」
の
論
調
が
宋
代
以
後
、
中
華
が
侵
略
さ
れ
た
際
を
中
心
に
「
節
義
」
と
し
て
聲
高
に
叫
ば
れ
た
こ
と
、
多

く
の
具
髄
例
を
見
出
し
得
る
。
か
か
る
状
況
を
趙
翼
『
咳
除
叢
考
』
巷
十
七
・
六
朝
忠
臣
無
殉
節
者
は
、
宋
以
前
の
士
大
夫
が
無
節
操
に

二
君
以
上
に

仕
え
た
事
例
を
執
拗
な
ま
で
に
列
學
し
た
上
で
、
宋
代
以
後
を
次
の
如
く
総
括
す
る
。

　
　
直
至
有
宋
、
士
大
夫
始
以
節
義
爲
重
、
實
由
儒
學
昌
明
、
人
皆
相
維
於
禮
義
而
不
忍
背
、
則
詩
書
之
有
功
於
世
教
、
匪
淺
鮮
　
。

　
　
一
氣
に
宋
代
に
な
り
、
士
大
夫
た
ち
が
初
め
て
節
義
を
重
要
視
し
た
の
は
、
實
に
儒
學
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
由
來
し
、
人
々

　
　
は

誰

も
が
禮
義
に
心
寄
せ
て
背
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
世
の
教
化
に
お
け
る
詩
書
の
功
績
は
、
決
し
て
少

　
　
な
く
な
い
の
だ
。

　

こ
う
し
た
「
節
義
」
の
重
要
視
に
關
連
し
て
、
「
餓
死
事
極
小
、
失
節
事
極
大
」
の
語
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
程
伊
川
の
語
（
『
二
程
遺

書
』
巻
二
二
下
）
は
、
元
々
は
寡
婦
の
再
嫁
を
、
身
を
寄
せ
る
所
な
く
死
ぬ
よ
り
節
義
を
失
う
こ
と
の
方
が
問
題
と
戒
め
た
も
の
で
あ
っ

た

が
、
す
で
に
宋
代
に
出
虚
進
退
を
め
ぐ
っ
て
用
い
ら
れ
た
。
挑
勉
（
一
二
一
六
～
一
二
六
二
）
は
「
與
察
佑
祠
公
亮
書
」
（
『
挑
勉
集
』

巻
三
〇
（
）
で
、
今
世
風
俗
の
廃
頽
を
嘆
い
て
次
の
よ
う
に
出
仕
を
拒
む
。

　
　
某
極
貧
、
爲
貧
固
亦
可
仕
、
然
決
不
敢
柾
道
以
信
身
。
餓
死
事
小
、
失
節
事
大
也
。

　
　
私
め

は
極
貧
、
貧
し
さ
た
る
や
當
然
仕
官
す
べ
き
で
す
が
、
し
か
し
絶
封
に
道
理
を
歪
め
て
自
身
を
世
に
費
ろ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　
　
餓
死
は

小
さ
な
事
、
節
義
を
失
う
の
は
大
き
な
こ
と
で
す
。
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挑
勉
は

伊
川
の
語
を
用
い
、
出
仕
す
べ
か
ら
ざ
る
世
の
中
に
出
仕
す
る
こ
と
で
節
義
を
失
う
こ
と
の
重
大
さ
を
、
餓
死
寸
前
の
極
貧
の

描
慕
と
封
比
さ
せ
て
強
調
し
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
用
例
は
、
妻
の
夫
へ
の
從
事
を
君
臣
關
係
に
比
し
た
も
の
も
含
め
、
宋
以
後
に
も
多

々

見

出
し
得
る
の
だ
（
。
い
ま
一
つ
だ
け
、
明
の
遺
民
・
呂
留
良
が
清
の
生
員
と
な
っ
た
過
去
を
悔
い
た
詩
「
網
耕
」
（
『
恨
恨
集
』
）
を
示

す
。　

　
荷
全
始
信
談
何
易
　
徒
に
生
き
長
ら
え
る
こ
と
が
言
う
ほ
ど
簡
軍
で
は
な
い
と
初
め
て
信
じ
、

　
　
餓
死
今
知
事
最
微
　
餓
死
す
る
こ
と
が
最
も
些
細
な
こ
と
で
あ
る
と
い
ま
知
っ
た

　
以
上
の

よ
う
に
、
宋
代
以
後
、
「
節
義
」
を
失
う
こ
と
は
「
（
餓
）
死
」
よ
り
も
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
観
念
は
君
臣
關
係
に
も
適

用
さ
れ
た
。
ま
た
君
臣
關
係
を
め
ぐ
り
、
「
二
君
に
仕
え
ず
」
と
い
う
「
節
義
」
が
稻
揚
さ
れ
る
風
潮
が
あ
っ
た
、
。
こ
の
二
黙
を
「
北
山

隠
者
論
」
に
關
連
し
て
ま
と
め
る
に
、
「
二
君
に
仕
え
ず
」
と
い
う
「
節
義
」
の
た
め
に
は
、
「
餓
死
」
の
恐
怖
も
も
は
や
効
力
を
持
た
ず
、

結
果
と
し
て
六
朝
以
後
、
薇
す
ら
食
え
ぬ
と
迫
る
「
北
山
隠
者
論
」
は
登
場
し
に
く
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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お
わ

り
に

　
先
に
引
い
た
趙
翼
の
議
論
は
、
六
朝
の
士
大
夫
と
宋
代
の
士
大
夫
と
を
、
節
義
な
く
二
君
以
上
に
仕
え
た
前
者
と
、
儒
學
の
教
化
に
よ

り
節
義
を
排
え
た
後
者
と
、
鮮
明
な
圏
比
の
下
に
描
出
す
る
。
だ
が
六
朝
士
大
夫
も
ま
た
、
當
時
の
混
齪
の
中
、
國
家
に
奉
仕
す
る
一
官

僚

と
し
て
の
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
た
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
實
で
あ
る
。
今
後
は
、
そ
う
し
た
混
齪
の
中
で
、
六
朝
期
の
士
大
夫
層
が



有
し
た
國
家
観
に
つ
い
て
、
「
無
節
操
」
と
一
蹴
す
る
の
で
は
な
く
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

注
（
1
）
鄭
箋
「
言
、
我
也
」
に
從
う
。

（
2
）
毛
博
「
賢
、
努
也
」
に
從
う
。

（
3
）
「
北
山
」
の
四
句
が
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
際
、
「
浦
」
字
は
往
々
に
し
て
「
普
」
字
に
作
る
。
以
下
、
「
浦
天
」
は
毛
傳
「
博
は
大

　
　
　
な
り
」
に
、
「
普
天
」
は
趙
岐
注
「
普
は
偏
な
り
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
從
っ
て
理
解
し
た
。

（
4
）
こ
こ
の
文
・
辞
・
志
・
意
の
解
鐸
は
、
趙
岐
注
「
文
、
詩
之
文
章
、
所
引
以
興
事
也
。
辞
、
詩
人
所
歌
詠
之
辞
。
志
、
詩
人
志
、

　
　
　
所
欲
之
事
。
意
、
學
者
之
心
意
也
」
に
從
う
。
集
注
は
「
文
、
字
也
。
辞
、
語
也
」
。

（
5
）
鈴
木
虎
雄
『
支
那
詩
論
史
』
（
弘
文
堂
、
一
九
二
五
）
は
、
「
孟
子
の
時
代
に
は
詩
を
解
す
る
に
其
の
原
意
を
失
へ
る
も
の
多
か
り

　
　
　
し
が
如
し
」
と
言
い
、
『
孟
子
』
の
か
か
る
『
詩
』
理
解
を
紹
介
す
る
（
三
一
頁
）
。
饒
龍
隼
「
「
普
天
之
下
」
章
句
『
詩
』
説
遺

　
　
　
義
」
（
『
江
西
師
範
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）
』
第
三
五
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
五
）
は
、
「
北
山
」
四
句
の
引
用
と
そ
の
利
用

　
　
　
の
多
様
性
か
ら
、
『
詩
』
の
理
解
の
仕
方
を
、
『
詩
』
の
一
部
の
句
を
自
身
の
議
論
に
合
わ
せ
る
「
比
附
『
詩
』
説
」
と
、
『
詩
』

　
　
　
の

一
句
一
句
の
意
味
を
詩
全
髄
か
ら
捕
捉
す
る
「
本
鴨
『
詩
』
説
」
と
の
二
通
り
に
分
け
、
後
者
の
『
詩
』
理
解
を
詳
説
す
る
。

（
6
）
他
に
「
温
人
之
周
。
周
不
納
客
、
問
之
日
、
客
耶
。
封
日
、
主
人
。
問
其
巷
人
、
而
不
知
也
。
吏
因
囚
之
。
君
使
人
間
之
日
、
子

　
　
　
非

周
人
也
、
而
自
謂
非
客
、
何
也
。
封
日
、
臣
少
也
諦
詩
日
、
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
。
今
君
天
子
、

．
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10987（
H
）

（1
2
）

則
我
天
子
之
臣
也
。
山
豆
有
爲
人
之
臣
、
而
又
爲
之
客
哉
。
故
日
主
人
也
。
君
使
出
之
」
（
『
韓
非
子
』
説
林
上
）
。
こ
の
説
話
は
、

全
て

の
人

を
周
君
の
臣
下
と
す
る
貼
に
主
眼
が
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
必
然
的
に
ど
こ
の
土
地
の
人
で
も
周
王
の
支
配
下
に
あ
り
、

周
人
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
認
識
が
、
確
か
に
う
か
が
え
よ
う
。

四
部
叢
刊
本
に
援
る
。

四
部
叢
刊
本
に
援
る
。

『
韓
詩
外
傳
』
に
お
け
る
「
北
山
隠
者
論
」
の
存
在
は
、
吉
川
忠
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

こ
の
作
品
は
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
七
・
隠
逸
下
（
作
者
は
靡
元
）
と
『
太
平
御
覧
』
巻
五
九
六
・
弔
文
（
作
者
は
廉
元
）
に
見

え
る
。
作
者
は
、
嚴
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』
「
全
三
國
文
」
巻
三
八
が
塵
元
に
作
る
の
に
從
う
。
『
奮
唐
書
』
経

籍
志
と
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
「
粟
元
集
五
春
」
と
あ
り
、
『
通
志
』
藝
文
略
に
「
散
騎
常
侍
塵
元
集
五
巻
」
と
あ
る
。
彼
は
他

に
「
議
許
由
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
六
・
隠
逸
上
）
も
著
し
た
。
作
品
の
文
字
は
、
原
則
『
藝
文
類
聚
』
に
從
い
つ
つ
、
『
太
平

御
覧
』
に
擦
っ
て
文
字
を
改
め
て
、
本
文
を
定
め
た
。
文
字
を
改
め
た
場
合
、
煩
項
に
な
る
の
で
一
々
は
注
記
し
な
い
。

塵
元
「
弔
夷
齊
」
が
歴
代
の
伯
夷
・
叔
齊
論
の
中
で
有
し
た
特
異
性
に
つ
い
て
、
松
浦
友
久
「
韓
愈
の
「
伯
夷
頒
」
を
め
ぐ
る
二

三

の

問
題
」
及
び
「
魯
迅
「
采
薇
」
に
つ
い
て
ー
「
伯
夷
説
話
」
纏
承
史
に
お
け
る
一
展
開
1
」
（
と
も
に
『
中
國
古
典
詩
學
へ

の

道
』
（
松
浦
友
久
著
作
選
W
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
）
、
所
牧
）
、
参
照
。
た
だ
『
韓
詩
外
傳
』
の
飽
焦
批
判
と
の
關
係
性
や

そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

撰
者
不
詳

『
瑚
玉
集
』
巻
十
二
・
感
雁
篇
に
も
、
『
列
士
傳
』
の
記
事
と
し
て
「
北
山
隠
者
論
」
が
見
え
る
。
「
（
伯
夷
・
叔
齋
）

不
食
周
粟
、
以
薇
菜
爲
粗
。
時
有
雁
築
子
、
往
難
之
日
、
錐
不
食
我
周
粟
、
而
食
我
周
木
、
何
也
。
伯
夷
兄
弟
、
遂
絶
食
七
日
」
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（
柳
瀬
喜
代
志
・
矢
作
武
『
調
玉
集
注
鐸
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
）
に
披
る
。
こ
の
解
説
に
接
れ
ば
、
『
璃
玉
集
』
の
成
立
は

　
　
初
唐
か

ら
盛
唐
）
。
『
列
士
伸
』
の
成
書
年
代
は
不
詳
だ
が
、
『
北
堂
書
⑳
』
に
引
用
さ
れ
、
初
唐
以
前
の
書
物
だ
ろ
う
。
『
惰
書
』

　
　
経
籍

志
・
史
・
雑
傳
は
、
劉
向
撰
の
「
列
士
博
二
巷
」
を
著
録
す
る
が
、
偏
託
の
可
能
性
が
強
い
（
興
膳
宏
．
川
合
康
三
『
惰
書

　
　
経
籍
志
詳
考
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
）
、
参
照
）
。

（
1
3
）
前
掲
松
浦
氏
論
考
、
参
照
。
特
に
王
安
石
に
つ
い
て
は
、
藤
井
京
美
「
王
安
石
伯
夷
論
考
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
六
集
、

　
　
一
九
九
四
）
、
参
照
。

（
1
4
）
拙
稿
「
北
朝
と
隠
逸
」
（
『
日
本
中
國
學
會
　
第
一
回
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
　
中
國
學
の
新
局
面
』
、
二
〇
一
二
）
と
そ
の

　
　

注

1
所
掲
の
論
考
、
参
照
。

（
1
5
）
魯
迅
は
、
東
晋
末
に
生
き
た
陶
淵
明
が
、
後
漢
末
の
孔
融
や
魏
末
の
苗
康
ほ
ど
政
治
的
に
激
烈
な
詩
文
を
遺
さ
な
か
っ
た
理
由
と

　
　

し
て
、
度
重
な
る
戦
齪
と
王
朝
交
替
へ
の
慣
れ
を
畢
げ
る
（
「
魏
音
風
度
及
文
章
與
藥
及
酒
之
關
係
」
）
。
着
想
は
筆
者
と
共
通
す

　
　
る
。

（
1
6
）
湯
淺
幸
孫
「
「
讃
書
人
」
身
分
の
「
教
養
」
と
「
倫
理
」
1
中
國
文
化
の
統
一
性
の
基
礎
i
」
（
同
氏
『
中
國
倫
理
思
想
の
研
究
』
、

　
　
同
朋
舎
、
一
九
八
一
、
所
牧
）
、
竺
沙
雅
章
『
征
服
王
朝
の
時
代
』
（
講
談
社
、
一
九
七
七
）
な
ど
、
参
照
。
ま
た
釜
谷
武
志
『
陶

　
　
淵

明
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
）
は
、
六
朝
期
ま
で
軍
に
隠
者
と
評
さ
れ
て
い
た
陶
淵
明
が
、
唐
代
か
ら
「
縣
令
を
経
た
」
隠

　
　
者

と
評
さ
れ
始
め
た
鮎
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
に
、
科
畢
の
實
質
的
な
機
能
に
伴
う
役
人
と
文
人
の
不
可
離
性
を
畢
げ
る
（
三
八

　
　
頁
）
。

（
1
7
）
宋
代
に
漏
道
の
評
債
が
必
ず
し
も
批
判
一
色
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
礪
波
護
『
漏
道
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
八
）
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（1
8
）

（1
9
）

　21 2023　22

の

二
五
八
頁
、
参
照
。

朱
子
は
ま
た
「
向
藏
林
文
集
序
」
（
『
朱
子
文
集
』
巻
七
六
）
で
も
、
陶
淵
明
の
節
義
を
稻
賛
す
る
。

具
魑
例
は

大
矢
根
文
次
郎
『
陶
淵
明
研
究
』
（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
一
九
六
七
）
第
三
篇
「
歴
代
の
、
人
物
・
文
學
評
論
概
説
」
、

参
照
。

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
。

明
．
辞
宣
『
敬
軒
文
集
』
巷
一
一
・
書
貞
節
堂
詩
文
後
、
清
・
沈
佳
『
明
儒
言
行
録
』
巻
一
〇
・
劉
宗
周
、
清
・
陸
瀧
其
『
松
陽

講

義
』
巻
八
．
論
語
足
食
足
兵
章
と
巻
一
〇
・
論
語
君
子
謀
道
章
、
清
・
陳
立
『
公
羊
義
疏
』
春
二
四
・
荘
公
二
七
年
「
冬
杞
伯

姫
來
」
疏
な
ど
を
見
ら
れ
た
い
。

「
談
何
易
」
の
語
は
、
東
方
朔
「
非
有
先
生
論
」
（
『
文
選
』
巻
五
一
）
に
基
づ
く
。

島
田
度
次
『
朱
子
學
と
陽
明
學
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
）
で
は
、
「
二
君
に
仕
え
ず
」
を
本
來
の
朱
子
學
理
論
と
見
倣
す
こ
と

を
否
定
す
る
（
九
七
頁
）
。
ま
た
大
槻
信
良
「
宋
初
隠
逸
の
朱
子
學
的
風
格
」
（
『
支
那
學
研
究
』
第
二
一
號
、
一
九
五
八
）
は
、
『
宋

史
』
隠
逸
傳
の
中
に
朱
子
學
の
萌
芽
を
見
出
さ
ん
と
す
る
。
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